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下に列挙した土木・建築と自然環境に関係する書籍あるいは CD-ROM から、少なくとも 1 冊を図書館か

ら借り出して（あるいは書店で購入して）初めから終わりまで読む。 

レポートはパソコンのワープロソフトを使って印刷し、文字の大きさは 10 ポイント程度、フォントは明

朝体（この文書の書体）とし、A4 版 1 ページ以上書く。ただし、1 ページの紙面を十分な字数で埋めてあり、

指示に従ってきちんと書かれていれば、1 ページで十分に満点の対象であり、無理に 2 ページ以上にする必

要はない。2 ページになってしまったときは、紙を節約し、扱いやすくするために、両面印刷にする。 

レポートは読みやすくするため、必ず数行～10 行程度の段落に分けて書く。段落の最初の行の左端は、こ

の文章と同様に、1 文字分右へ下げる。 

構成は次のとおりとする。内容の 1. 要約、2. 意見・感想、3. 自分の考え、の 3 部分は、はっきりと区別

できるように別の段落に分け、段落の最初に番号と章のタイトルを付ける。表紙を別につける必要はない。 

タイトル：読んだ書籍の題名、著者、出版社 

学籍番号と氏名：改行してタイトルの右下に書く。 

レポートの内容： 

1. 書籍の内容の要約（レポート全体の 1/3 を越えないこと） 

2. 書籍の内容に対する自分の意見・感想（関連する他の書籍も読んで比較することが望ましい） 

3. 自然環境の保全における技術者の社会的な役割と責任について、自分の考え 

その書籍を読んで、あるいは図書館の他の書籍を読んで、技術者は日本の社会、あるいは国際

社会においてどのような役割を果たすべきか、またどのような責任を負っていてどのような態度

で仕事に臨むべきか、自然環境の保全と関連づけて自分の考えを書く。生態学、生態工学など、

これまでの授業で学んだことを含めて書いても構わない。  

「2. 意見・感想、3. 自分の考え」が所定の分量（全体の 2/3 以上）に足りない、書籍の一部の内容に対し

てしか意見・感想を書いていない、など書籍を始めから終わりまで読んだのかどうか疑わしいレポートは大

幅減点とするので、必ず全部読んで、書籍の全体に対してレポートを書く。 

文体は、常体（･･･だ。･･･である。）とする。敬体（･･･です。･･･ます。）を使ってはいけない。常体と

敬体を混ぜて書いたレポートは受け付けない。 

レポートは、8 点満点で評価する。未提出者には単位を出さない。 

提出期限：1 月 11 日（木）生態工学の授業時 

これらの書籍はすべて大学の附属図書館にある。左端の番号・記号は図書館の請求記号（本の背について

いるラベルの番号）である。大部分が図書館の 2 階にあるが、一部は 1 階、3 階、あるいは書庫などにある。

どこにあるか、あるいは貸出中か、図書館ホームページで調べることができる。ただし、多くの本が貸し出

されてしまった後は、この方法では調べるのに時間がかかるので、この文書を紙に印刷して手に持ち、図書

館の書棚を請求記号順に歩いて探すことも勧める。 

ここに列挙されていない生態工学分野の書籍をレポートの対象にすることもできるが、必ず内田に事前に

申し出て許可を得ること。1 年前期「生物・生態学」（生物学分野・生態学分野）でも同様のレポートを課

したので、生態工学に関係する書籍と見えてもそちらの対象書籍となっていることがある。生物・生態学の

対象書籍となっているときは、重複を避けるため、許可しない。生物・生態学の対象書籍は、次のウェブペ

ージの最下部のリンクをクリックして表示される二つの文書（生物学分野・生態学分野）に掲載されている。 

・生物・生態学 http://aitech.ac.jp/~s-uchida/syllabus-biology&ecology.htm  
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652||A「"林業再生"最後の挑戦: 「新生産システム」で未来を拓く」天野礼子著、農山漁村文化協会 

652||M「木材革命: ほんとうの「木の文化の国」が始まる」村尾行一著、農山漁村文化協会 

653||O「人工林荒廃と水・土砂流出の実態」恩田裕一編、岩波書店, 2008. 

653||O「図解 これならできる山づくり: 人工林再生の新しいやり方」鋸谷茂, 大内正伸著、農山漁村文化協会 

653||S「市民による里山の保全・管理」重松敏則著, 信山社サイテック, 1991. 

653||S「わたしたちの森林づくり」森林クラブ編集・監修、信山社サイテック 

656||K「緑のダム : 森林・河川・水循環・防災」蔵治光一郎・保屋野初子編、築地書館 

656||K「森里海 (もりさとうみ) 連環学」京都大学フィールド科学教育研究センター編、京都大学学術出版会 

656||T「森里海連環学への道」田中克著、旬報社 

657||U「ウッドマイルズ : 地元の木を使うこれだけの理由」ウッドマイルズ研究会著、農山漁村文化協会 

664||F「アユを育てる川仕事: 漁協、市民、行政がつくりあげる、アユとの共存」古川彰・高橋勇夫編、築地書館 

666||D「多自然型魚道マニュアル」ドイツ水資源・農業土木協会著、山海堂 

666||S「魚道事例集: 魚が上りやすい川づくり」魚のすみやすい川づくり研究会編著、リバーフロント整備センター 

666||S「魚類のそ上降下環境改善上のワンポイントアドバイス」魚のすみやすい川づくり研究会編著、リバーフロント

整備センター 

666||S「磯焼けの海を救う : 海の医者のエコロジー」境一郎著、農山漁村文化協会 

666||W「魚道見聞録 : 言いたい放題」和田吉弘著、ダム水源地環境整備センター編、山海堂 

666||Y||C「技術者のための魚道ガイドライン」安田陽一著; 北海道魚道研究会編, コロナ社, 2011. 

 


